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現
轡
【
は
現
男
舞
｛
茶
で
あ
る
。
現
悔
八
は
公
案
な
る
｝
破
に
徹
頭
徹
尾

問
答
的
封
立
の
動
揺
展
開
で
あ
り
、
其
虞
で
は
問
と
答
と
は
端
的

に
隈
別
せ
ら
れ
る
。
然
し
同
時
に
現
業
は
公
案
現
成
な
る
故
に
問

答
一
如
で
あ
り
、
亦
問
答
即
製
問
答
で
あ
る
。
管
腔
は
苦
憶
及
び

謎
で
あ
る
と
共
に
救
濟
及
び
解
脆
で
あ
り
、
從
っ
て
歴
奥
的
時
闇
∵

的
世
界
で
あ
る
と
共
に
宗
敏
的
野
遽
的
法
界
で
あ
る
。
欝
欝
は
無

酌
主
髄
の
自
己
限
定
的
有
相
、
從
っ
て
曲
諮
相
・
萬
法
の
世
界
で
あ

る
が
、
相
を
離
れ
て
盤
無
く
、
從
っ
て
翻
諮
相
は
唯
一
相
・
喪
相
で

あ
る
。
枳
の
存
在
・
非
存
在
は
膿
の
用
で
あ
り
、
問
答
一
般
は
用

の
限
定
に
外
な
ら
ぬ
。

　
問
答
と
は
一
般
に
何
を
意
味
す
る
か
。
問
が
成
立
す
る
爲
に
は

問
者
の
外
に
被
問
者
が
あ
り
、
被
間
者
は
間
者
に
と
っ
て
所
謂
熟

知
せ
ら
れ
乍
ら
、
未
だ
認
識
せ
ら
れ
ざ
る
竜
の
で
あ
ら
う
。
蟹
田
か
る

被
問
者
を
主
語
と
し
て
是
に
述
語
を
附
與
す
る
慕
が
一
二
答
と
患

惟
せ
ら
れ
る
。
圭
語
と
古
語
と
が
相
互
に
無
驕
心
的
存
立
を
有
し

現
変
の
論
理

外
的
に
結
合
せ
ら
れ
る
限
り
、
斯
か
る
問
答
は
主
観
的
制
断
に
比

せ
ら
れ
る
。
然
し
貫
の
問
答
は
客
槻
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥

ち
圭
語
的
存
在
が
自
己
を
無
告
的
に
分
割
し
、
封
立
を
生
じ
、
自

ら
…
問
答
的
に
威
る
纂
に
外
な
ら
ぬ
。
眞
の
…
間
は
全
盤
が
桑
號
を
問

ふ
纂
、
撃
っ
て
全
騰
の
自
已
否
定
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に
雷
へ

ば
根
源
的
一
砦
の
根
源
的
分
割
で
あ
ら
う
（
H
o
σ
q
・
回
H
・
こ
。
，
鱒
曾

ラ
ツ
ソ
ン
版
）
。
　
問
に
於
て
全
盤
に
無
底
的
に
分
裂
し
、
講
者
と

被
輯
門
者
と
の
二
糎
が
現
は
れ
、
爾
者
は
關
係
に
於
・
け
る
一
封
立
で
あ

る
。
闇
一
嵩
も
被
間
者
・
も
共
に
一
の
全
盤
で
あ
り
、
被
闇
一
者
は
㎜
聞
者

に
醤
し
他
者
と
し
て
邸
ち
超
越
的
に
存
在
す
る
と
同
時
に
、
問
的

帆
關
係
の
故
に
間
者
に
内
在
す
る
。
問
蔚
は
被
問
者
を
外
に
問
ふ
と

同
時
に
内
に
問
を
持
ち
、
從
っ
て
超
越
的
問
と
内
在
愚
問
は
相
即

不
離
で
あ
る
。
被
間
者
は
既
知
と
未
知
、
或
は
一
般
に
渦
去
と
未

來
と
の
矛
盾
的
統
一
閉
る
も
、
問
は
れ
る
以
上
蒙
衝
と
未
來
と
は

無
界
的
に
分
割
せ
ら
れ
て
關
係
す
る
。
超
越
的
問
と
内
在
的
闇
と

二
三
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の
梢
關
脚
の
故
に
、
問
瀞
済
白
回
身
に
於
て
も
過
虫
と
み
木
來
と
ば
無
二
的

に
分
割
せ
ら
れ
驕
係
を
持
つ
。
外
に
間
ふ
纂
は
問
陣
に
内
に
聞
ふ

票
、
從
っ
て
外
か
ら
問
は
れ
、
問
鷺
自
身
被
問
蔚
と
成
る
故
に
答

は
訳
者
に
口
封
し
外
的
に
畑
興
へ
ら
れ
る
の
で
は
無
く
．
滞
船
自
ら
答

へ
ね
ば
な
ら
ね
、
答
は
間
者
自
身
の
決
断
で
あ
り
、
問
潜
が
答
者

で
あ
る
。
間
者
が
自
ら
内
に
答
へ
る
菓
に
依
り
外
に
答
へ
、
蓮
に

外
か
ら
も
答
へ
ら
れ
る
。
　
「
答
逸
す
べ
し
、
答
貢
す
べ
し
、
問
俺

す
べ
し
、
問
目
す
べ
」
」
（
正
法
眼
藏
、
組
手
西
來
意
）
と
雷
は
れ

る
所
以
で
あ
る
。
内
在
的
答
は
超
越
的
纂
一
と
相
即
不
離
に
し
て
、

是
は
同
時
に
全
器
が
噌
師
管
脚
に
答
へ
．
る
纂
、
從
っ
て
聞
君
と
被
間
蔚

と
の
直
別
郎
「
同
一
、
或
は
合
一
に
し
て
、
根
源
的
一
蓋
の
自
己
恢

復
と
下
戸
へ
よ
う
。
全
櫓
脳
は
白
回
己
慰
者
的
主
翼
肌
で
あ
る
。
ム
一
嘗
…
は
存
｝

在
す
る
と
共
に
非
存
在
で
あ
り
、
叢
に
根
源
的
分
劃
を
生
じ
問
答

を
定
立
す
る
。
論
難
が
発
膿
を
問
ふ
と
は
「
心
に
て
も
濫
費
す
、

身
に
て
竜
問
還
す
、
柱
杖
携
子
に
て
も
問
照
す
、
露
瓦
燈
擁
に
て

竜
闇
貢
す
る
な
り
」
（
道
得
）
と
鴛
は
れ
る
如
く
全
…
腸
的
灘
面
的
に

問
棄
で
あ
り
・
斯
か
る
闇
に
甥
㌧
て
全
島
甲
羅
盤
的
に
答
へ
全

謄
ぼ
自
ら
復
活
す
る
。

　
問
と
答
は
間
二
で
無
く
、
問
は
當
に
二
元
封
雲
鳥
っ
て
未
完
結
・

未
習
定
な
る
に
反
し
、
啓
は
欄
の
不
可
態
を
定
立
す
る
に
せ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
鶏

群
に
＝
兀
酌
に
し
て
完
結
、
・
断
定
で
あ
る
。
制
籔
竺
般
が
主
語
と

密
語
と
の
麗
別
郎
『
厨
一
を
繋
辮
に
依
り
定
立
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、

斯
か
る
定
立
が
答
で
あ
り
、
未
定
立
が
問
に
し
て
、
問
と
答
と
は

端
的
に
麗
珊
せ
ら
れ
る
。
間
と
啓
と
は
分
裂
と
合
一
、
或
は
未
完

仙霜

ﾆ
庶
兀
結
と
の
一
封
立
で
あ
る
。
此
の
野
立
闘
…
係
が
威
画
す
る
爲
に

は
問
は
徹
頭
徹
尾
問
に
し
て
、
肥
馬
亦
徹
頭
徹
尾
答
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
問
は
答
に
依
り
否
定
せ
ら
れ
自
立
婬
を
失
ふ
も
、
元
來

簡
は
答
を
要
求
す
る
故
に
此
の
否
定
は
間
の
白
面
救
濟
で
あ
ら
う
。

然
し
問
が
前
篇
潤
る
爲
に
答
を
否
定
し
答
其
の
も
の
を
問
ふ
が
、

仙
谷
ぱ
問
の
聖
な
る
故
に
答
を
純
一
ふ
と
は
聞
答
自
身
〃
の
面
立
根
披
が
’

問
は
れ
る
纂
で
あ
る
。
問
答
は
弗
敢
に
闇
羅
曾
自
山
身
の
成
立
根
擦
の
聞

答
に
し
て
、
　
一
面
問
答
の
悪
無
限
的
進
展
は
縄
章
動
で
あ
る
も
、

奨
の
裏
は
闘
豊
漁
根
擦
の
翼
無
　
限
龍
園
環
…
に
外
な
ら
す
、
問
答
根
櫨
…

の
…
問
答
は
問
答
の
㎞
絶
野
否
定
と
成
ゆ
、
無
聖
主
髄
の
問
答
從
っ
て

艦｛

笂
噤
E
編
脚
鋤
燃
欝
で
あ
る
。
無
“
的
主
骨
撹
の
㎜
陶
然
胴
定
立
は
簡
口
蓋
｝
金
燃
悩

現
・
答
也
全
機
現
で
あ
り
、
陶
の
中
に
聞
答
あ
り
、
答
の
申
に
問

答
が
存
す
る
。
問
は
修
、
答
は
誰
、
或
は
問
答
が
修
、
無
問
答
が

誰
な
り
と
す
れ
ば
、
　
「
佛
法
に
は
修
誰
こ
れ
一
等
な
り
、
今
も
誰

上
の
修
な
る
故
に
秘
心
の
辮
道
師
ち
本
誰
の
全
盤
な
り
」
（
辮
道

話
）
と
言
は
れ
る
如
べ
、
糊
の
初
磯
、
澗
答
の
初
定
立
は
帳
源
的



6V3

に
に
無
的
燭
台
の
発
現
成
で
あ
り
、
學
素
的
問
答
と
し
て
「
答
は

間
虐
に
在
り
」
、
亦
逆
に
「
問
は
答
慮
に
在
り
」
と
雷
は
れ
惹
。

　
相
は
贈
一
と
離
し
て
愚
惟
せ
ら
れ
る
限
り
、
相
は
勿
論
其
れ
自
身

間
聖
業
野
獣
一
で
あ
る
。
歴
災
酌
世
界
は
問
答
的
全
壁
と
し
て
存
し
、

現
鰹
凸
の
臼
己
問
答
は
存
在
が
世
界
を
｛
間
ふ
と
共
に
聞
は
れ
、
亦
答

へ
る
審
に
依
り
答
へ
ら
れ
る
慕
に
外
な
ら
ぬ
。
粗
は
燈
の
糟
と
し

て
堂
…
に
劒
杷
封
否
定
的
に
間
拡
れ
る
と
間
一
時
に
編
四
…
封
出
日
定
的
に
答
へ

ら
れ
、
問
答
的
垂
髄
と
し
て
の
歴
解
約
世
界
は
置
畳
批
制
せ
ら
れ

る
と
共
に
、
否
定
即
肯
定
的
に
無
問
啓
三
主
懲
と
し
て
法
界
を
現

成
す
る
。
相
が
相
と
し
て
有
る
事
は
相
が
問
は
れ
る
藥
、
從
っ
て

否
定
さ
れ
る
纂
で
あ
る
と
同
時
に
、
却
て
相
は
膿
の
相
と
し
て
肯

定
せ
ら
れ
、
纂
理
幽
融
と
し
て
の
箒
を
示
現
し
、
相
は
亦
膿
の
全

機
現
と
し
て
纂
纂
無
擬
を
現
す
る
。
歴
史
は
共
の
金
盤
的
否
定
に

於
て
宗
敏
化
せ
ら
れ
、
却
て
絶
島
肯
定
的
に
復
活
し
、
罐
史
帥
宗

敷
の
纂
纂
無
礫
を
示
す
購
は
無
的
主
盤
の
罵
九
る
問
答
一
般
に
依

り
、
且
つ
珍
優
的
に
是
を
転
用
現
前
せ
し
む
る
馬
の
は
無
的
自
己

の
行
で
あ
る
。

　
現
伽
貰
拡
有
縮
と
し
て
歴
史
的
世
界
で
あ
る
。
歴
典
的
世
界
は
如

侮
に
し
て
問
答
的
全
書
で
あ
る
か
。
有
相
は
常
佳
と
無
常
と
の
動

的
統
一
、
從
っ
て
有
師
無
・
無
難
有
の
世
界
、
　
即
ち
生
死
去
無
界

現
實
の
諭
鯉

で
あ
の
、
現
媛
は
か
紡
く
て
蒔
聞
的
蒲
譜
網
で
あ
る
。
現
廊
貫
の
硯
在
は

渦｝

落
ﾞ
に
限
定
せ
ら
れ
乍
ら
、
同
声
に
其
の
隠
£
だ
を
超
嵐
・
否
｛
だ

し
て
未
墾
的
に
動
き
得
る
窓
の
、
從
っ
て
魍
去
よ
り
未
來
へ
の
方

向
と
未
來
よ
り
過
去
へ
の
方
向
と
の
交
錯
す
る
渦
動
勲
で
む
る
。

現
｛
賞
が
斯
一
か
る
動
棉
州
の
巾
・
心
た
る
纂
が
既
に
朗
満
悶
的
に
黒
蟻
允
る

票
を
示
し
、
現
賢
に
於
け
．
る
間
の
三
型
は
現
在
が
無
底
的
に
分
制

せ
ら
れ
、
過
去
と
未
來
と
の
二
極
覇
立
に
於
て
爾
者
が
問
答
關
…
係

を
示
す
纂
に
外
な
ら
す
、
魎
去
が
未
払
を
限
定
せ
ん
と
す
る
に
反

し
、
警
士
は
渦
去
か
ら
問
は
れ
乍
ら
、
蓮
に
逸
去
を
問
ひ
、
否
定

し
，
漁
去
を
改
黙
す
る
Q
現
賢
は
過
去
と
未
來
と
の
矛
盾
的
統
一

拠
る
現
在
で
あ
る
。
現
川
貰
は
常
に
問
は
れ
て
居
る
も
、
闇
の
個
封
白
［

化
に
於
て
…
塊
撫
買
全
…
慨
の
危
櫻
が
定
立
せ
ら
れ
る
。
歴
交
は
常
に
危

機
で
あ
り
絡
末
に
薩
面
し
て
居
る
。
歴
史
は
輩
に
因
果
聯
躍
層
に
於

て
設
明
せ
ら
れ
る
も
の
で
無
く
、
亦
箪
に
意
味
聯
閥
に
於
て
了
解

せ
ら
れ
る
亀
の
で
も
無
い
。
斯
か
る
濁
象
と
し
て
の
歴
史
の
根
抵

に
危
機
騨
學
に
雷
ふ
乱
筆
根
本
歴
炎
（
d
N
σ
q
Φ
器
ぽ
号
8
）
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
轡
へ
の
危
機
は
現
費
が
存
在
に
呼
び
掛
け
、
存
在

が
共
れ
に
…
怨
し
慮
答
と
し
て
決
断
す
る
機
で
あ
る
。
歴
・
災
の
危
機

断
縄
に
撃
て
歴
史
全
禮
が
幽
評
判
せ
ら
れ
否
定
せ
ら
れ
、
　
】
切
は
生

死
の
死
に
於
て
却
て
前
後
際
断
的
に
蓮
饗
せ
し
め
ら
れ
、
且
照
復

二
五



674

哲
學
研
究
　
第
三
百
三
十
ご
號

活
せ
し
め
ら
れ
、
既
記
に
歴
史
的
世
界
は
宗
敏
的
法
界
を
現
成
す

る
。
存
在
の
決
噺
は
勝
義
に
て
は
個
贈
…
の
決
断
で
あ
り
、
決
噺
は

紫
電
的
問
答
な
る
と
共
に
個
燈
の
絶
繋
否
定
と
し
て
◎
蛙
軍
自
己

の
｛
慧
敏
的
問
答
を
根
惟
た
有
す
る
。
無
的
翌
翌
は
歴
史
と
宗
…
教
と

の
封
自
的
結
節
黙
で
あ
る
。
決
噺
の
機
は
繍
阿
聞
で
あ
り
、
瞬
聞
に

於
て
歴
史
は
縄
封
否
定
即
肯
定
的
に
復
活
し
、
從
っ
て
鴬
遷
は
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

闇
の
決
断
の
蓮
績
で
あ
る
。
危
機
紳
士
に
於
て
時
聞
の
中
に
隠
さ

れ
允
永
遠
を
認
め
乍
ら
、
翼
の
永
遽
を
未
來
に
求
め
る
纂
は
現
在

の
絡
末
論
的
意
義
を
弱
め
る
。
歴
史
は
未
來
に
曾
て
絡
末
に
直
面

し
救
濟
せ
ら
れ
る
の
で
無
く
、
一
瞬
一
半
が
絡
末
に
し
て
救
濟
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
時
節
若
至
佛
性
現
前
」
（
佛
性
、
以
下
同
じ
）

に
於
け
る
若
至
は
「
佛
性
の
現
前
す
る
時
節
の
向
後
に
あ
ら
ん
す

る
を
ま
つ
」
天
然
野
冊
追
の
立
場
で
無
く
、
　
「
時
箭
…
の
若
射
せ
ざ
る

側
節
未
だ
あ
ら
す
、
佛
性
の
現
前
せ
ざ
る
佛
法
あ
ら
ざ
る
な
り
」

と
曽
口
は
れ
る
如
く
、
歴
史
は
魏
岬
性
の
全
暴
威
性
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
時
節
若
壼
と
い
ふ
は
既
に
時
節
到
れ
り
、
何
の
疑
著
す
べ
き
所

あ
ら
ん
と
な
り
」
に
於
け
る
如
く
、
存
在
に
封
ず
る
畢
雛
的
自
畳

の
要
求
で
あ
り
、
　
「
十
二
時
中
鷺
霊
室
過
日
」
と
し
て
一
瞬
…
」
瞬
が

絶
勤
的
意
義
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
現
費
が
自
己
の
否
定
を
通
し

て
復
活
す
る
事
が
學
髄
的
…
問
答
で
あ
り
、
個
盤
が
現
賢
の
焦
黙
と

二
六

し
て
斯
か
る
問
答
の
自
得
的
な
媒
介
中
心
で
あ
り
、
歴
典
の
生
成

師
個
膿
の
決
麟
・
行
と
言
へ
よ
う
。

　
現
｛
賞
は
過
去
と
未
來
と
の
統
一
的
現
在
で
あ
る
。
融
雪
を
負
ふ

者
が
必
然
、
塁
審
を
荷
ふ
者
が
可
能
な
り
と
す
れ
ば
、
現
費
は
過

去
的
必
然
と
未
來
的
可
能
と
の
否
定
的
統
一
と
し
て
偶
旧
悪
で
あ
る
。

直
接
的
現
在
は
㎜
果
な
る
偶
然
な
る
も
、
偶
同
然
は
必
然
と
の
媒
介
に

於
て
単
費
の
偶
然
と
し
て
定
立
せ
ら
れ
る
。
偶
然
は
無
に
近
き
有

と
し
て
存
在
す
る
票
も
存
在
せ
ぬ
銀
も
可
能
酌
者
と
言
は
れ
る
も
、

斯
か
る
偶
然
の
積
極
的
存
在
は
必
然
の
否
定
で
あ
る
。
必
然
は
存

在
が
根
擦
を
有
し
、
本
質
が
存
在
を
限
定
す
る
。
偶
然
は
存
在
が

自
己
の
中
に
充
分
隔
る
糧
綴
を
直
せ
す
、
却
て
・
禾
」
來
麟
…
に
本
暫
（
を

限
定
し
、
持
ち
得
る
竜
の
で
あ
る
。
偶
然
は
從
っ
て
未
來
よ
り
の

力
に
引
か
れ
、
亦
過
去
及
び
未
踏
の
全
貌
を
攣
す
る
一
華
で
あ
る
。

偶
然
と
必
然
と
の
同
一
を
翻
的
に
限
定
す
る
も
の
が
必
然
な
り
と

す
れ
ば
、
此
の
限
定
を
否
定
し
》
偶
然
と
必
然
と
の
絶
…
封
的
動
揺

が
…
興
の
楓
μ
然
と
晶
粛
は
れ
る
。
偶
然
は
箪
・
に
へ
｝
ゲ
ル
的
に
本
質
の

被
定
立
と
し
て
目
的
論
的
反
省
に
依
り
必
然
化
せ
ら
れ
る
亀
の
で

は
無
く
、
（
第
二
部
第
一
章
参
照
）
偶
然
的
藩
は
端
的
に
問
で
あ
る
。

此
の
問
を
生
か
す
事
が
決
漸
で
あ
り
、
此
の
黙
に
於
て
偶
然
は
未

來
か
ら
定
立
せ
ら
れ
た
竜
の
と
晶
揖
へ
よ
う
。
凝
血
賞
的
偶
然
は
遜
土
ム
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的
必
然
の
否
定
と
し
て
無
根
擦
な
る
と
共
に
未
來
的
に
根
搬
を
痔

ち
得
る
も
の
、
從
っ
て
無
根
櫨
…
と
有
男
擦
と
の
動
樒
と
し
て
、
常

に
問
題
的
性
格
を
有
す
る
。
偶
然
は
存
在
に
封
し
驚
異
で
あ
り
、

　
覚
醒
の
一
閃
光
で
あ
る
。
偶
旧
習
が
存
在
に
と
り
超
越
的
非
合
理
的

者
、
即
ち
繕
鉗
的
偶
然
と
思
惟
ぜ
ら
れ
る
限
り
蓮
命
に
し
て
、
「
榊

の
掟
を
も
人
の
掟
と
同
様
に
、
斯
か
る
　
捉
の
威
力
の
行
は
れ
る
白
臼

己
意
識
謝
明
共
に
共
の
箪
純
性
の
深
淵
に
呑
み
盤
す
」
　
（
娼
ぴ
慾
ゴ
識
／

ω
ω
o
ラ
ツ
ソ
ン
三
版
）
障
る
ぺ
ぎ
必
然
性
に
外
な
ら
ぬ
。
然
し
蓬

命
を
愛
し
蓮
命
を
生
か
し
、
却
て
存
梅
は
蓮
命
に
於
け
る
自
已
の

否
定
を
否
定
し
て
生
き
得
る
。
現
實
が
必
然
的
偶
然
的
な
る
故
に

學
も
・
成
立
し
、
入
㎜
鴇
色
な
一
き
且
つ
行
じ
得
る
。

　
偶
μ
然
の
所
慷
を
質
料
・
自
然
と
す
る
な
ら
ば
、
必
然
の
所
披
は

形
相
・
理
性
で
あ
ら
う
。
自
然
は
理
性
化
せ
ら
れ
理
性
を
含
み
得

る
と
同
時
に
、
理
…
性
化
を
徹
底
的
に
拒
否
す
る
闇
の
原
理
で
あ
る
。

理
性
は
編
　
…
封
的
形
相
で
は
無
く
．
寧
ろ
自
ら
質
料
性
を
含
み
、
自

己
否
定
の
原
理
を
有
し
、
魔
　
の
慮
然
は
理
性
に
…
煙
し
徹
底
的
に
根

抵
よ
り
背
く
も
の
、
所
謂
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
聯
に
於
け
る
自
然
」

と
雷
へ
よ
う
。
自
然
は
墾
象
的
に
理
性
化
ぜ
ら
れ
る
限
り
ヘ
ー
ゲ

ル
的
自
然
で
あ
る
（
第
二
部
第
二
章
心
。
然
し
理
性
化
せ
ら
れ
た
自

然
は
自
然
の
否
定
に
外
な
ら
す
、
自
然
は
自
己
の
否
定
を
否
定
し
、

現
鍛
の
愚
管

理
性
の
光
を
排
斥
し
嗣
に
尭
て
籠
る
。
斯
か
る
自
然
は
理
性
の
限

掌
コ
外
を
設
定
し
、
從
っ
て
理
性
は
自
然
に
覚
し
霞
己
の
無
力
を
露
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ね

す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
然
の
無
力
を
重
窓
の
限
界
と
せ
る
纂
は
至

當
な
る
“
も
、
自
然
の
本
質
と
し
て
理
念
を
認
め
、
自
然
の
形
相
化

磯
展
の
原
理
と
し
て
樹
然
の
根
抵
に
本
質
的
理
性
の
狡
智
を
喚
き

合
目
的
的
必
然
化
し
た
事
は
、
理
性
の
光
に
照
明
せ
ら
れ
る
限
り

の
自
然
の
叙
逓
で
あ
る
Q
白
囲
然
の
根
抵
に
自
然
否
｛
疋
の
理
縫
が
｛
仔

す
る
と
鷺
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
理
性
の
根
祇
に
理
…
性
の
否
定
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
い

留
る
自
然
が
存
す
る
。
從
っ
て
自
然
の
無
力
は
實
は
理
性
に
鋤
す

　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

る
威
力
で
あ
り
、
理
…
性
の
威
「
力
は
却
て
理
性
の
無
力
に
外
な
ら
ぬ
。

理
性
と
自
然
と
の
矛
盾
的
統
二
が
豊
野
の
翼
相
に
心
て
、
現
蜜
が

歴
史
的
豫
る
所
以
は
爾
…
瀞
着
の
紅
鱒
…
限
定
的
結
合
が
展
開
…
せ
ら
れ
る

故
で
あ
り
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に
理
性
の
狡
智
と
｝
百
ふ
矛
盾
篇
概
念
に
依

り
、
歴
史
の
非
合
理
性
を
目
的
論
的
に
合
理
化
す
る
禦
は
却
て
歴

史
の
否
定
に
外
な
ら
ぬ
へ
第
二
部
第
二
二
上
及
び
第
三
脚
線
）
。

　
理
性
と
自
然
と
の
統
一
と
し
て
、
現
賢
は
論
理
と
非
論
理
と
の

二
黒
「
機
を
有
す
る
。
論
理
は
常
に
現
場
を
超
越
的
に
限
定
し
得
る

規
節
脚
で
は
無
く
　
論
…
理
も
現
脚
貰
の
歴
史
鰐
隈
｛
疋
で
あ
る
。
永
久
励
興

理
を
標
榜
す
る
数
墨
・
の
如
き
論
理
一
貫
せ
る
立
場
電
蜜
は
歴
史
的

所
産
に
し
て
、
曾
て
は
唯
一
絶
封
と
ぜ
ら
れ
売
ユ
1
ク
リ
ツ
ド
幾

二
七
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哲
畢
欝
究
勤
第
三
買
三
十
二
號

侮
學
電
藤
卒
正
負
を
有
す
る
り
ー
マ
ソ
・
ロ
バ
チ
缶
フ
ス
キ
イ
の

幾
何
學
に
黒
し
曲
牽
．
零
の
特
殊
的
幾
何
學
に
外
な
ら
す
、
亦
「
我

は
假
設
を
作
ら
す
」
と
読
響
せ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
力
學
す
ら
、
E

麗
曲
愚
蒙
に
威
力
を
磯
揮
す
る
の
み
で
微
硯
的
現
象
に
は
無
力
で

あ
り
、
量
子
力
學
に
置
換
せ
ら
れ
る
。
自
然
科
學
的
観
察
亀
客
擬

に
優
勢
解
す
る
事
で
無
く
、
賢
は
既
に
主
槻
の
態
度
・
操
作
に
依

画
し
、
此
の
自
…
覚
的
方
法
が
費
験
で
あ
る
、
科
學
批
判
だ
る
カ
ン

｝
認
識
論
に
於
け
る
賢
騒
的
方
法
と
し
て
の
「
投
げ
入
れ
」
は
主

獺…

ﾆ
客
…
観
と
の
問
答
關
…
係
に
外
な
ら
ぬ
。
論
理
は
興
野
的
で
あ
り

乍
ら
普
逓
性
・
必
然
性
を
自
負
し
．
永
久
翼
理
を
標
榜
す
る
。
悟

性
は
論
理
に
依
り
士
気
を
限
定
す
る
竜
、
隈
定
は
否
認
な
る
故
に

論
理
化
せ
ら
れ
な
現
留
｛
は
非
現
癖
貫
に
外
な
ら
す
、
現
嘗
ハ
は
弧
型
鋼
の

限
定
を
否
定
し
非
論
理
と
し
て
論
理
に
聯
立
す
る
。
悟
性
は
叢
に

止
揚
せ
ら
れ
、
現
・
賢
と
論
理
と
の
二
律
背
反
に
填
て
辮
厚
層
理
性
．

が
威
擬
す
る
。
理
性
は
懐
疑
に
直
面
し
判
噺
中
止
を
爲
す
か
、
現

實
を
忌
謁
し
て
内
に
止
る
か
二
者
選
「
に
立
つ
。
単
な
る
判
麟
申

翫
櫓
門
ち
北
野
理
の
一
放
柵
梁
は
鍛
耶
洛
で
凄
め
り
、
論
理
へ
の
自
山
野
四
旭
動
議
は
発

く
執
着
に
外
な
ら
ぬ
。
，
論
理
は
認
識
及
び
馴
鹿
の
規
範
と
し
て
積

極
的
に
定
立
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蒲
理
が
積
極
駒
に
定
立
せ
ら

れ
ざ
る
限
⇔
現
費
に
働
く
纂
は
不
可
能
で
あ
り
、
蓮
に
穫
極
的
に

二
八

定
立
す
れ
ば
非
論
理
に
衝
突
す
る
。
論
理
は
論
理
と
し
て
活
動
す

る
蕃
に
撃
て
郊
て
論
理
自
身
の
限
界
、
帥
ち
自
己
の
否
定
に
到
る
。

論
理
と
現
賢
と
の
同
一
を
論
理
が
讃
せ
ん
と
す
れ
ば
現
賢
は
釜
，

論
理
と
の
背
反
を
示
し
、
論
理
と
現
費
と
の
二
彿
背
反
は
論
理
に

と
り
伽
肥
望
で
あ
る
。
論
理
と
現
｛
貫
と
の
矛
盾
は
最
早
・
論
理
自
身
に

依
っ
て
止
揚
統
…
せ
ら
れ
得
ぬ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
愚
霊
的
理
性
毛
目

的
弧
冷
戦
反
省
を
　
園
鋤
ハ
す
る
限
り
、
為
捌
弧
繭
理
の
立
場
に
過
ぎ
ぬ
。
弧
調

理
は
現
費
に
鞭
て
自
己
否
定
に
薗
面
し
、
却
て
積
穗
的
に
自
已
放

棄
し
、
論
理
と
現
費
と
の
絶
野
否
定
的
統
一
は
無
的
主
導
の
大
用

に
外
な
ら
ぬ
。
翼
の
現
賢
の
論
理
は
行
の
論
罪
に
し
て
非
論
理
の

論
理
な
る
も
、
、
斯
か
る
論
理
が
禽
論
理
と
し
て
謝
量
的
に
定
立
せ

ら
れ
る
な
ら
ば
、
否
出
監
的
弧
繭
理
で
あ
る
。
行
の
弧
嗣
理
は
根
源
的
論

理
に
し
て
、
行
が
元
來
論
理
其
の
竜
・
の
な
み
も
、
現
費
に
於
け
る
．

行
の
自
畳
・
反
省
と
し
て
宛
思
せ
ら
れ
る
限
り
、
現
賢
の
論
難
と

し
て
雲
煙
の
内
容
た
り
得
る
。
へ
τ
ゲ
ル
の
思
辮
的
理
性
は
輿
己

の
軍
な
る
否
定
拠
る
悟
性
と
、
悟
性
を
否
定
す
る
上
鞘
的
理
性
と

を
否
定
的
に
統
一
す
る
繕
翼
否
定
態
と
し
て
の
み
肯
定
的
理
性
允

り
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
葱
辮
的
理
性
は
常
に
発
酵
否
定
を
通
し

て
自
已
を
復
活
せ
し
む
る
出
場
法
で
あ
る
故
に
、
唯
一
馬
脚
壼
激

る
論
理
と
し
て
画
定
せ
ら
れ
得
す
、
創
遭
以
前
の
榊
の
世
界
計
霊
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の
叙
述
に
止
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
辮
謹
法
は
カ
ン

ト
的
物
自
騰
む
毛
形
相
化
し
、
｝
切
存
在
を
蓮
語
化
す
る
汎
論
理

主
義
に
立
脚
し
得
だ
所
以
は
、
窪
に
宗
敏
の
論
理
九
る
故
と
思
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
セ

せ
ら
れ
る
も
、
湘
㈱
想
的
に
環
轡
凪
を
融
旧
的
理
性
の
｛
瞳
榊
按
難
解
現
と
勃
㈹

め
、
存
在
を
本
質
酌
普
遍
に
溶
解
し
、
固
化
せ
ら
れ
允
論
理
の
優

位
に
於
て
現
費
を
限
定
す
る
限
り
、
．
翼
に
現
燈
の
論
理
拠
り
得
ぬ

と
愚
惟
ぜ
ら
れ
る
（
第
二
品
郡
第
一
章
及
び
第
餌
翫
早
）
o

　
歴
史
的
世
界
粍
る
現
費
は
存
在
葬
超
越
す
る
と
共
に
、
如
何
な

る
存
在
も
現
實
存
在
に
し
て
、
現
下
は
超
越
的
内
在
的
で
あ
り
、
從

っ
て
亦
存
在
は
歴
吏
的
存
在
で
あ
る
。
現
實
は
自
然
と
理
性
と
の

統
　
な
る
亀
、
　
一
般
に
存
在
が
此
の
統
剛
を
荷
ぴ
、
壮
ハ
の
…
封
自
的

赫
机
一
は
個
隔
鐙
で
あ
る
。
民
族
の
如
き
自
然
的
基
槻
も
亦
軍
な
る
綱

購
墜
も
薗
に
歴
奥
的
存
在
で
は
無
…
く
、
歴
史
的
存
在
は
基
盤
の
形
霜
一

化
た
る
主
櫓
脚
的
｛
仔
在
で
あ
る
Q
主
催
と
基
膿
と
の
綜
…
A
口
的
統
一
た

る
關
家
が
勝
義
の
歴
史
的
存
在
に
し
て
、
民
族
も
個
驚
も
國
鎭
を

通
し
て
歴
史
的
存
在
九
り
得
る
。
國
家
は
内
に
主
燈
と
基
．
盤
と
を

統
一
す
る
全
艦
な
る
と
問
臨
に
、
歴
巣
的
世
界
に
於
て
他
の
発
盤

に
排
他
的
に
封
撤
す
る
個
撚
陣
で
あ
り
、
所
謂
「
一
世
界
た
る
梱
雛
に

（
℃
げ
職
質
・
砿
・
ω
償
㌔
從
っ
て
個
欝
欝
驚
と
言
は
れ
る
。
基
樋
阻
が
察
闇
一

蘭
事
績
を
示
す
と
す
れ
ば
、
主
膿
は
墓
誌
眠
の
導
灯
下
に
於
て
却
て

　
　
　
　
現
貴
の
論
理

基
鱒
…
を
超
出
す
る
時
聞
的
非
業
綾
を
示
し
、
爾
者
の
統
一
　
即
ち
基

儲
の
主
熟
化
・
主
膿
の
基
髄
化
の
綜
合
が
踊
奥
的
存
在
で
あ
ら
う
。

　
以
上
は
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に
雪
へ
ば
現
賢
の
概
念
の
叙
蓮
で
も
あ
ら

う
。
現
費
は
問
答
的
垂
髄
と
し
て
鴬
に
危
機
で
あ
為
。
危
機
と
は

出
離
が
全
騰
一
的
に
批
判
せ
ら
れ
る
時
、
即
ち
歴
史
の
絡
末
に
外
な

ら
ぬ
Q
危
出
費
の
自
畳
は
問
答
の
定
立
∴
封
自
”
化
で
あ
り
、
雷
は
ば

概
念
よ
り
安
立
へ
の
移
行
に
比
せ
ら
れ
る
。
危
機
は
糧
去
に
存
し

沌
の
で
も
熱
州
く
、
ゐ
不
來
に
驚
～
る
の
で
」
も
継
｛
く
、
端
的
に
現
廊
貫
の
海
危

機
と
し
て
一
切
存
在
の
脚
下
底
で
あ
る
。
現
蟹
は
問
答
的
全
盤
、

亦
存
在
も
間
早
昼
存
在
に
し
て
、
歴
災
的
世
界
は
歴
史
的
存
在
と

の
…
問
答
及
び
歴
瑛
的
存
在
自
身
の
自
己
問
答
を
逓
じ
て
自
ら
問
答

す
る
も
、
此
等
の
型
番
愚
筆
一
答
の
深
化
す
る
翠
雲
に
｛
示
騒
士
問
答

が
存
す
る
。

　
現
費
は
危
機
　
即
ち
掌
る
べ
費
偶
然
の
…
封
自
陣
定
立
に
於
て
発
髄

的
に
問
は
れ
、
危
機
は
歴
史
発
装
の
批
判
で
あ
り
、
法
界
現
成
の

自
畳
的
機
に
外
な
ら
ぬ
。
　
「
問
西
來
慨
す
る
酬
切
の
佛
麗
は
皆
上

γ
樹
口
慣
二
樹
枝
一
の
時
節
に
あ
ひ
あ
翻
り
て
間
來
す
る
な
り
、
答

酉
饗
す
る
一
切
の
佛
魍
は
鼻
繋
レ
無
口
衡
二
黒
晶
挟
一
の
時
節
ピ
あ
ひ

あ
允
り
て
答
愛
す
る
な
り
」
（
覗
師
酉
三
諦
）
と
云
敵
れ
る
如
く
、

問
答
は
危
機
に
成
立
す
る
と
共
に
危
機
が
問
答
で
あ
る
。
上
樹
口

二
九
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衛
樹
枝
を
歴
史
の
危
機
と
す
れ
ば
、
聞
答
西
來
意
は
共
の
全
野
的

批
制
と
し
て
宗
敏
的
問
答
で
あ
る
。

　
歴
爽
全
章
…
の
危
機
は
個
低
張
顧
眠
の
絡
〃
末
、
亦
個
羅
肌
の
最
後
を
併
一

せ
意
味
す
る
。
危
機
の
三
璽
…
性
は
問
讐
の
三
重
性
を
惹
起
し
、
一

切
は
二
極
に
無
底
的
に
分
裂
す
る
。
筋
際
と
後
際
は
現
蜜
の
現
在

に
於
て
切
断
せ
ら
れ
、
現
實
，
発
騰
の
自
己
勃
断
は
世
界
と
個
的
全

騰
と
の
分
裂
、
個
的
全
踏
一
郭
に
於
け
る
圭
髄
と
基
贈
睡
と
の
分
裂
、

及
び
掛
盤
自
身
の
自
己
分
裂
を
生
じ
、
薮
に
聞
答
の
自
畳
的
展
開

に
進
む
。

　
先
づ
個
的
全
盤
と
世
界
と
が
問
答
的
野
立
を
示
し
、
個
的
発
蜷

は
量
界
に
問
ふ
と
共
に
問
は
れ
、
從
っ
て
内
に
問
を
有
し
か
主
禮
」

と
基
盤
と
に
分
裂
す
る
。
個
的
全
膿
は
内
に
合
一
す
る
窺
に
依
り

外
に
答
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
横
構
全
…
盤
の
中
に
於
て
問
が
成
立
し
、

渦
去
と
未
來
と
に
無
底
的
に
分
裂
し
、
前
者
を
負
ふ
者
は
基
盤
、

、
後
者
を
荷
ふ
者
は
主
晒
繊
で
あ
り
、
爾
…
者
の
…
面
立
に
於
て
個
的
発
陥
罷

は
基
膿
の
側
に
立
つ
。
然
し
て
基
艦
は
ヘ
ジ
ゲ
ル
の
競
謂
「
客
糊

離
籍
罪
空
し
と
し
て
の
「
人
倫
的
現
費
し
で
あ
り
、
鷹
野
圭
馳
隅
は
墓

謄脚

ﾌ
申
に
生
れ
、
其
の
・
甲
に
死
に
行
く
も
の
に
し
て
、
基
面
は
常

、
佳
に
自
己
を
維
持
す
る
。
個
盤
と
基
騰
と
の
直
接
的
問
答
は
入
倫

行
で
あ
る
。
個
賄
臓
と
基
謄
｝
と
の
分
一
裂
が
偲
一
器
…
の
自
〔
己
内
揃
分
裂
を
夫
一

三
〇

だ
示
現
せ
ざ
る
限
0
、
個
糖
…
は
ハ
，
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
所
謂
「
ロ
常
人
し

で
あ
り
、
個
髄
自
身
q
危
機
は
勿
論
基
膿
の
危
…
慨
す
ら
貢
に
自
畳

せ
す
、
唯
韮
盤
の
制
約
に
順
慮
し
基
雛
に
合
一
す
る
事
を
」
以
て
危

機
の
克
服
鄙
ち
答
と
す
る
ゆ
基
盤
の
過
去
的
必
然
は
自
ら
普
遽
た

る
禦
を
主
張
し
、
来
來
を
逓
喪
に
依
り
包
辮
・
限
定
し
、
鉱
層
を

渦
去
的
室
間
酌
蓮
績
に
「
様
化
す
る
。
個
禮
と
基
盤
と
の
斯
か
る

直
接
的
A
ロ
一
は
無
反
省
［
の
惰
性
化
を
意
映
　
し
、
現
世
の
國
の
直
接

的
鼠
露
量
は
過
去
の
耐
判
断
に
外
な
ら
ぬ
。
　
「
悟
を
…
得
ざ
る
薪
は
帥
ち

盤
見
に
存
す
る
」
へ
随
聞
記
四
）
故
に
、
渦
去
的
論
理
の
執
藩
に
於

て
現
實
に
生
き
る
事
は
何
等
危
機
の
克
服
詣
り
得
す
、
入
倫
行
ば

翼
の
歴
史
行
で
は
無
く
、
危
…
槻
は
人
倫
行
を
．
更
に
否
定
す
る
。

　
常
盤
と
韮
髄
と
の
鹸
｛
媒
介
的
A
m
一
は
基
膿
｛
仔
在
の
優
位
、
從
っ

て
逓
去
の
論
理
に
立
脚
し
、
危
機
に
謁
し
無
力
で
あ
る
。
薮
に
個

膿
は
眞
に
危
機
を
承
認
し
、
自
立
欝
欝
盤
と
威
り
基
騰
を
点
出
す

る
。
個
盤
は
詳
聞
の
中
の
一
騰
翻
に
比
せ
ら
れ
、
外
延
的
に
墓
髄
に
’

雪
崩
…
せ
ら
れ
る
も
、
時
間
的
に
室
閥
を
否
定
し
煽
て
基
謄
　
を
限
定

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
る
。
個
膿
は
斯
く
て
道
徳
的
自
由
山
雨
に
し
て
過
去
の
繋
縛
を

．
脱
し
、
・
純
真
義
務
を
本
質
と
し
て
自
律
的
に
行
爲
す
る
。
入
倫
行

に
於
け
る
日
常
入
の
無
自
　
党
に
反
し
、
道
徳
的
主
盤
は
自
斑
存
在

で
あ
り
、
理
…
性
を
自
［
負
す
る
。
主
贈
脚
は
基
盤
の
渦
…
去
執
着
及
び
其
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の
自
然
性
を
否
定
し
、
山
幕
的
に
形
相
化
・
理
性
化
せ
ん
事
を
欲

す
る
。
薮
に
成
立
す
る
問
答
は
道
徳
行
で
あ
っ
て
、
過
去
を
未
來

的
に
限
定
す
る
立
場
、
從
つ
七
未
來
の
悪
口
騒
と
雷
へ
よ
う
。
無
媒

介
学
人
倫
行
に
嘉
し
、
道
徳
行
は
自
己
意
識
を
媒
介
に
持
つ
。
基

、
樋
腸
の
持
つ
律
法
は
遺
徳
に
於
て
…
封
自
化
せ
ら
れ
、
此
の
律
法
が
義

務
の
内
容
と
な
り
、
圭
鱒
…
は
自
己
の
格
翠
が
一
般
的
法
則
に
A
馴
致

す
る
如
く
行
爲
す
る
。
然
し
基
盤
に
於
て
律
法
は
既
に
蓮
守
せ
ら

れ
す
、
律
法
を
定
立
す
る
慕
甚
し
け
れ
ば
逆
に
主
盤
を
繋
縛
す
る

欝
激
し
く
、
「
生
命
に
到
る
べ
蓬
識
∵
命
の
却
て
死
に
到
ら
し
む
る
」

（
皿
マ
害
七
ノ
一
〇
）
纂
を
知
る
。
律
法
の
内
容
は
渦
［
去
で
あ
り
、

圭
盤
は
形
式
上
未
來
的
に
基
髄
を
限
定
す
る
も
、
内
容
上
は
温
去

に
急
な
ら
す
、
盲
愛
隅
は
律
法
に
依
る
煉
塀
己
の
死
を
擾
無
L
、
立
法

酌
理
性
と
し
て
存
立
を
保
つ
。
圭
鱒
…
は
薮
に
未
來
性
に
立
脚
し
、

基
構
腿
の
白
【
然
性
及
び
其
の
愚
去
執
着
を
責
め
、
現
賢
の
土
掘
悪
を
自

ら
鱒
く
。
叢
盤
の
自
己
立
法
に
依
る
縄
野
的
確
信
は
基
燈
に
激
し

く
…
封
貸
し
、
基
盤
の
理
性
化
を
要
求
す
る
も
、
元
」
來
基
盤
が
圭
髄
．

の
普
漏
…
的
地
盤
な
る
赦
に
、
純
粋
義
務
の
圭
張
は
却
て
基
健
よ
り
％

の
遊
離
で
あ
り
、
基
膿
の
否
定
は
圭
騰
自
ら
の
否
定
に
漏
す
る
。

現
認
と
の
二
律
背
反
に
失
望
せ
る
穣
胃
腸
道
徳
は
理
・
性
の
蓮
績
上

に
「
目
駒
の
國
」
を
求
め
る
。
主
臨
罷
は
窮
｛
吊
上
自
己
否
定
に
直
而

現
質
の
論
理

し
乍
ら
道
徳
的
熱
学
を
葉
て
す
、
律
法
の
不
霊
に
立
脚
す
る
と
自

負
す
る
限
り
、
虚
し
き
パ
リ
サ
イ
の
徒
の
誇
り
で
あ
り
、
　
「
白
く

塗
り
た
る
墓
」
（
マ
タ
イ
傳
二
三
ノ
ニ
七
）
に
逸
ぎ
ぬ
。
「
凡
て
入

を
審
く
者
よ
、
汝
等
鷺
ぴ
遁
る
る
術
無
し
、
他
の
人
を
導
く
は
正

し
く
自
己
を
罪
す
る
な
り
」
（
皿
マ
乗
馬
ノ
一
）
と
雷
は
れ
る
如
く
、

遺
徳
的
に
他
を
問
ふ
聡
は
却
て
自
ら
も
道
徳
的
に
問
は
れ
る
察
に

外
な
ら
す
、
肱
恩
徳
的
理
性
の
無
口
の
自
一
説
は
燃
偏
霊
悶
の
誰
で
あ
る
。
理

性
は
樹
自
己
の
悪
を
自
認
せ
す
、
自
ら
自
己
の
純
粋
確
脚
買
性
に
止

り
良
心
と
な
る
。
良
心
は
現
賢
を
離
脆
し
て
自
己
内
行
せ
る
理
性

で
あ
り
、
「
自
己
の
車
煙
る
難
を
勲
悶
の
御
盤
と
…
聞
く
軌
旭
漏
精
的
天
賦
」

（
団
ぽ
麟
苧
祓
・
轟
α
o
）
で
あ
り
、
蛍
口
は
黛
否
定
的
無
限
制
漸
で
あ
る
。

良
心
は
自
已
の
直
接
曲
確
信
の
儘
に
行
詳
し
自
ら
満
悦
す
る
も
、

現
旛
賞
と
の
紺
猟
介
を
訣
き
、
自
己
内
の
直
接
的
問
答
一
に
止
り
、
其
の
行

器
は
歴
史
行
距
り
得
ぬ
。
良
心
は
斎
燈
よ
り
の
墜
迫
に
於
て
釜
、

現
賢
忌
…
遜
に
進
み
、
美
魂
と
な
れ
ば
発
く
行
爲
を
堅
き
、
菰
野
は

観
想
蘭
に
世
界
及
び
存
在
一
般
を
批
判
す
る
も
、
却
て
自
讃
批
剰

に
縛
じ
、
理
性
の
抽
象
性
を
自
認
す
る
。
理
性
の
最
高
の
極
致
は

却
て
悪
の
自
畳
、
理
性
の
白
H
己
否
定
の
自
発
に
外
な
ら
す
、
基
囎
　

の
側
に
於
け
る
理
性
と
自
然
と
の
矛
盾
…
的
…
封
立
は
嘗
て
圭
盤
の
中

に
於
け
る
二
元
野
立
に
驚
倒
し
、
理
魅
は
義
務
・
良
心
及
び
美
魂

一
三
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の
反
省
に
於
て
自
ら
道
徳
的
理
性
を
標
魅
し
乍
ら
、
反
道
徳
的
な

る
窮
を
自
畳
す
る
。
義
務
と
し
て
律
法
を
途
行
ず
る
圭
膿
自
ら
特

殊
魅
を
固
執
し
、
律
法
に
背
き
且
理
性
に
背
き
、
藏
に
主
膿
は
自

己
の
内
の
分
裂
を
見
畠
す
。
　
「
我
中
な
る
人
に
て
は
紳
の
律
法
を

挽
べ
ど
、
我
が
抽
選
の
内
に
他
の
法
あ
り
て
我
が
心
の
法
と
職

ひ
、
我
な
狡
膿
の
中
に
あ
る
罪
の
法
の
下
に
虜
と
す
る
を
見
る
」

（
ロ
マ
書
七
ノ
ニ
一
二
）
に
到
り
、
圭
膿
脳
の
申
に
璽
肉
一
ご
元
の
網
激
烈
な

問
答
的
闘
雫
を
騰
…
験
す
る
。
聯
の
像
継
る
人
間
的
理
性
の
中
に
理

性
の
否
定
原
理
允
る
自
然
の
闇
が
存
し
、
叢
に
個
髄
は
自
己
内
の

問
答
的
」
野
立
の
苦
麟
に
於
て
繕
望
す
る
。
理
性
の
自
負
は
心
算
め

る
者
で
あ
り
、
「
紳
の
國
に
入
る
は
難
し
」
（
マ
ル
コ
侮
一
〇
ノ
一

七
）
と
言
は
れ
る
も
、
道
徳
的
編
　
望
の
裏
は
理
…
性
が
爾
理
性
的
自

己
允
ら
ん
と
す
る
親
爺
が
存
す
る
赦
に
、
此
の
韓
紅
は
罪
で
あ
る
。

影
面
の
自
由
は
悪
へ
の
自
由
、
或
は
寧
ろ
元
來
悪
に
外
な
ら
す
、

編四

]
は
理
性
的
自
由
の
肱
取
組
的
自
畳
で
あ
る
。
軸
敢
に
到
れ
ば
問
答

的
覇
立
の
統
一
、
即
ち
答
は
最
早
歴
史
的
者
の
中
に
見
出
す
票
は

不
可
能
で
あ
る
（
第
二
部
第
五
章
）
。

　
伽
杷
望
の
深
化
に
於
て
軌
遺
徳
行
一
は
止
揚
せ
ら
れ
｛
示
敏
行
に
鯨
W
す
る

が
、
道
徳
的
繕
望
は
理
性
の
自
然
に
封
ず
る
無
力
の
圭
面
的
自
畳

な
る
も
、
宗
敏
酌
絶
望
は
絶
鍬
他
者
に
封
ず
る
有
的
自
己
全
盤
の

芒
一

極
璽
悪
人
の
自
…
覚
に
外
な
ら
す
、
高
次
の
編
｝
望
と
需
は
れ
る
。
荘

に
於
て
始
め
て
個
盤
は
一
切
の
歴
奥
的
者
の
，
否
定
に
移
行
し
、
永

遽
に
依
る
救
濟
を
欣
求
す
る
。
理
性
及
び
入
聞
的
自
由
は
絶
封
否

定
せ
ら
れ
、
唯
繊
悔
の
自
・
田
の
み
｛
仔
す
る
。
　
「
從
身
口
意
之
所
生
、

一
切
我
八
フ
皆
櫓
隅
悔
」
　
に
到
い
り
、
　
期
即
位
隔
蹄
依
僧
順
仰
に
止
る
。
　
樵
肌
仙
栂
は

存
在
の
歴
・
更
的
…
生
の
死
と
｛
宏
敏
誠
意
源
蘭
生
命
一
の
獲
得
と
の
中
臨
…
、

郎
「
ち
壌
滅
…
と
新
…
生
と
の
中
腰
…
と
し
て
、
儲
口
は
穿
佛
敏
の
「
中
有
」

に
比
せ
ら
れ
る
。
入
倫
行
・
遺
徳
行
は
歴
更
的
者
の
問
答
に
し
て
、

歴
日
の
超
越
・
否
定
は
未
だ
存
せ
ざ
る
に
反
し
、
宗
敏
行
に
於
て

は
一
切
の
時
間
的
者
を
超
越
し
、
永
遽
・
繕
…
封
と
無
化
す
る
存
在

と
の
問
答
で
あ
る
。
從
っ
て
無
時
…
閥
の
判
漸
と
善
撮
へ
よ
う
。
　
【
切

は
末
世
で
あ
り
、
歴
史
全
磯
の
終
　
末
「
で
あ
る
。
歴
史
的
問
答
は
｛
示

敏
的
問
答
に
纏
一
す
る
。
｛
添
敏
は
一
切
の
主
語
的
存
在
の
蓮
語
化
で

あ
り
、
歴
・
臭
全
盛
…
の
否
定
せ
ら
れ
る
根
心
…
で
あ
る
。
危
機
…
に
於
て

個
的
金
髄
は
内
に
分
裂
し
、
過
去
的
基
膿
と
未
來
傭
主
髄
と
の
問

答
を
生
じ
、
其
の
展
開
は
第
一
に
人
倫
行
の
制
断
、
帥
ち
奪
人
不
二

境
と
し
て
主
語
酌
存
在
は
基
鴨
で
あ
り
、
自
然
性
・
過
去
性
の
優

位
に
於
て
理
性
・
未
來
を
限
定
し
鍛
接
的
合
一
を
得
九
の
に
反
し
、

第
二
の
二
王
徳
行
の
翻
心
断
、
即
ち
奪
境
不
奪
人
に
於
て
主
語
的
存
在

は
個
盤
で
あ
り
、
理
…
性
・
未
來
を
以
丁
目
然
・
漁
去
を
克
服
せ
ん
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事
を
意
噛
し
た
と
晋
へ
よ
う
。
歴
輿
的
筒
答
た
る
入
倫
行
・
道
徳

行
は
絶
望
に
於
．
て
宗
敷
的
問
答
に
移
行
す
る
。
存
在
は
問
に
於
て

島
陰
か
未
來
か
の
二
者
選
一
に
立
ち
、
何
れ
か
一
方
を
固
執
す
る

事
に
依
り
人
倫
行
或
は
道
徳
行
と
成
る
も
、
宗
敏
甲
羅
望
に
於
て

過
去
も
未
來
庵
主
語
性
を
負
ひ
得
す
、
戯
悔
に
於
て
爾
…
者
共
に
維

…封

ﾛ
定
せ
ら
れ
、
人
境
淵
叢
と
し
て
主
語
的
存
在
は
発
く
自
立
性

を
失
ふ
。
宗
敏
は
否
定
的
選
言
判
断
に
し
て
、
過
去
か
未
來
か
の

二
者
選
一
的
選
言
の
一
襲
封
否
定
で
あ
り
、
．
自
霊
的
問
答
は
止
揚
せ

ら
る
Q
　
コ
冒
読
を
以
て
不
ソ
…
問
、
法
を
以
て
不
レ
問
、
都
一
念
も
生

じ
て
此
法
を
不
レ
問
、
若
一
念
生
じ
て
此
法
鞠
問
は
ん
と
思
は
穿
、

皆
三
組
の
心
に
背
り
き
、
是
藩
法
に
不
ゲ
當
」
’
道
元
假
名
法
語
．
得

法
）
と
曽
口
は
れ
る
如
く
、
有
的
主
謄
の
～
目
鷹
的
問
箸
は
一
切
否
定

ぜ
ら
れ
、
「
常
親
な
る
故
に
不
自
尊
な
り
、
不
佗
親
な
り
」
（
佛

…
性
）
に
於
て
、
閥
答
蘭
金
盤
の
絶
…
封
否
定
的
闇
答
と
し
て
無
問
答

の
問
答
で
あ
る
。
歴
史
的
…
問
答
の
悪
無
限
的
進
展
は
無
的
整
骨
幽
の

問
答
に
止
揚
せ
ら
る
。
存
在
一
切
の
絶
封
否
定
的
選
雷
の
艶
言
は

繕
袖
無
で
あ
り
、
「
自
己
を
慮
る
囑
と
云
ふ
は
悪
法
に
謝
せ
ら
る

る
匁
り
、
慨
嘆
に
誰
せ
ら
る
る
と
い
ふ
は
自
已
の
身
｛
心
お
よ
び
佗

巳
の
身
心
を
し
て
脆
落
せ
し
め
る
」
（
現
成
公
案
）
審
、
部
ち
「
悉

有
そ
れ
透
髄
娩
落
な
り
」
（
佛
性
）
に
到
り
、
　
一
切
の
存
在
は
身
心

　
　
　
現
貴
の
諭
理

脆
落
底
で
あ
る
・
然
し
岡
時
に
馨
易
圭
語
は
舞
る
故
に
蓮
譜

化
せ
ら
れ
た
存
在
全
骸
は
却
て
圭
語
化
せ
ら
れ
、
絶
野
肯
定
的
選

言
と
し
て
人
境
倶
不
奪
酌
に
復
活
す
る
。
有
粗
の
繕
樹
否
定
翻
絶

野
肯
定
と
し
て
有
能
は
無
的
圭
髄
の
発
現
成
で
あ
る
。
問
に
於
て

問
答
臨
附
に
切
断
せ
ら
れ
允
時
鰍
鋤
は
時
出
門
を
内
に
否
｛
自
閉
出
円
定
す
る

瞬
冊
に
於
て
結
合
せ
ら
れ
、
瞬
闇
は
絶
封
無
の
登
現
威
と
し
て
無

の
結
箭
へ
黙
で
あ
り
、
　
「
示
…
翼
蜜
網
は
盤
時
に
し
て
初
中
後
診
断
」

藷
法
蟹
網
）
と
雷
は
れ
る
如
く
、
絶
墾
繭
蓮
績
・
絶
封
現
在
霊
あ

る
。
叢
に
諸
法
非
相
帥
諸
法
｛
貰
相
で
あ
り
、
腕
評
註
心
底
で
あ
る
。

脆
落
身
心
は
公
案
組
成
∵
救
濟
の
現
在
で
あ
り
、
曽
口
は
黛
「
視
よ
、

今
は
｛
愚
の
時
、
硯
よ
、
今
は
救
の
日
な
り
し
（
コ
リ
ン
｝
後
書
六

ノ
ニ
）
と
警
へ
よ
う
。
薙
に
歴
史
的
世
界
は
理
審
無
二
法
界
を
現

じ
、
宗
敏
行
は
歴
典
的
問
答
た
る
歴
史
行
に
移
行
す
る
。

　
塞
行
く
鳥
を
例
と
す
れ
ば
人
倫
行
は
以
γ
室
爲
〆
命
で
あ
り
、
道

徳
行
は
以
γ
息
…
爲
レ
命
で
あ
る
が
、
出
爪
藪
　
行
は
以
γ
命
爲
γ
鳥
の
立
場

と
欝
ひ
得
る
も
、
此
の
命
は
前
二
者
の
命
一
の
編
帯
封
否
定
亘
る
命
　
で

あ
り
、
｛
示
敏
行
の
総
理
圓
～
融
の
立
場
拠
る
以
y
命
㎜
爲
ゾ
鳥
よ
り
野
戦

旧
訳
腱
の
以
y
息
～
爲
レ
烏
邸
以
レ
命
爲
レ
命
一
の
立
場
、
邸
ち
歴
史
行
に
於

－
け
る
誰
に
移
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
長
髪
は
全
鴨
と
共
に
身
心
脱
落

し
、
脆
落
身
心
に
於
て
身
心
共
に
復
活
し
、
個
盤
は
無
的
自
己
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ヨ
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哲
暴
研
究
　
第
三
百
三
十
一
一
號

、
し
て
、
　
一
切
は
総
て
「
汝
得
二
暑
皮
肉
骨
龍
一
な
る
が
故
に
」
（
器

性
4
法
界
を
現
成
す
る
。
行
に
於
て
問
答
部
無
問
答
と
し
て
、
歴

史
’
的
泄
界
即
宗
敏
工
法
界
が
話
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
濫
倫
…
行
が
渦
｝
去
、
道
徳
行
が
未
來
、
庸
不
敏
行
が
欝
欝
の
判
断
と

す
れ
ば
、
歴
奥
行
は
時
闇
的
倫
理
行
と
永
遠
的
宗
…
心
行
と
の
統
剛

と
し
て
現
在
の
劇
評
噺
と
嘗
ひ
得
る
。
主
語
の
脇
醐
理
と
蓮
語
の
論
理

と
の
統
M
と
し
て
、
主
語
即
述
語
・
蓮
語
即
主
語
を
意
味
す
る
熟

慮
の
論
理
で
あ
る
。
歴
史
行
は
倫
…
理
と
｛
心
墨
と
の
統
｝
で
あ
る
。

入
倫
行
・
遺
徳
行
が
歴
・
更
肯
定
の
直
接
的
歴
史
行
な
る
に
反
し
、

｛
示
敏
行
は
歴
癸
否
定
で
あ
り
、
翼
の
歴
巣
行
は
磨
ボ
敷
よ
り
急
焼
へ

の
還
相
と
し
て
倫
理
行
の
復
活
で
あ
る
と
共
に
、
薩
紫
蘭
歴
薫
風

の
編
帽
…
封
否
定
重
る
虐
罫
敏
を
契
識
慨
と
す
る
故
に
、
歴
奥
否
定
即
出
闘
定

と
し
て
の
賭
　
鼻
行
で
あ
る
。
畔
聞
の
中
に
砧
於
て
丁
重
を
否
定
し
、

具
髄
的
に
二
面
土
を
現
戯
せ
し
め
ん
と
す
る
自
他
絶
封
否
定
の
酬

造
詣
が
歴
史
行
で
あ
る
。

　
一
般
に
歴
史
行
を
歴
史
の
巾
・
の
現
世
朗
者
の
｛
内
接
的
北
阿
｛
潜
行
｝
と

す
る
限
り
、
緬
示
敏
行
と
矛
面
す
る
．
絶
轡
・
個
駒
脇
門
及
び
煮
浸

を
一
二
極
と
す
る
推
論
式
に
於
て
、
個
的
全
盛
と
個
髄
と
の
關
…
係
允

る
歴
史
行
と
、
絶
…
封
と
墨
差
　
と
の
關
粥
占
る
宗
敏
行
は
繋
組
す
る
。

此
め
並
立
は
此
山
畑
と
彼
山
窟
、
現
世
肯
定
と
現
世
否
定
と
の
…
心
立
で

三
熱

あ
り
、
個
膿
は
並
立
行
に
於
て
は
…
國
斑
・
市
民
或
は
鐵
族
の
資
絡

に
立
つ
竜
、
｛
示
敏
行
に
て
は
人
間
奨
の
竜
の
で
あ
る
。
然
し
捨
者

は
軍
に
其
れ
自
身
で
は
抽
象
的
た
る
を
冤
れ
す
、
合
一
が
要
求
ぜ

ら
れ
、
基
督
激
に
於
け
る
融
旧
へ
の
愛
と
隣
入
愛
と
の
關
係
も
注
穏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

せ
ら
れ
る
Q
バ
ル
峯
は
二
重
隠
的
｛
仔
端
た
る
入
閣
凹
に
…
虚
し
て
紳
の

面
谷
p
落
ち
律
法
も
二
重
に
獲
せ
ら
れ
る
纂
を
画
き
、
農
薬
の
結
A
臓

の
必
然
性
を
認
め
て
紳
へ
の
愛
の
媒
介
を
隣
人
愛
に
置
き
、
隣
人

を
以
て
イ
エ
ス
の
三
惑
の
代
表
を
慧
話
せ
し
め
、
交
互
的
隣
人
愛

を
嚇
脚
と
入
と
の
右
脚
係
の
現
鰹
｛
化
と
す
る
纂
は
一
荒
耽
溺
行
の
統
一
と

思
惟
せ
ら
れ
る
。
然
し
語
史
を
術
隠
さ
れ
九
紳
と
し
絡
末
・
救
濟

を
未
來
に
求
め
る
限
り
、
此
の
三
遠
論
的
信
仰
は
歴
輿
行
を
暫
時

的
慮
急
手
段
と
す
る
に
到
る
、
蔚
然
的
秩
序
を
否
定
し
、
未
來
に

の
み
救
由
濟
を
置
く
限
り
、
歴
史
画
は
心
墜
敏
行
一
に
吸
験
せ
ら
れ
る
。

之
に
反
し
へ
τ
ゲ
ル
は
國
家
と
宗
敏
と
の
基
礎
的
同
一
を
融
き
、

最
｛
尚
の
｛
示
敷
行
を
入
倫
脚
行
朗
酬
歴
典
行
と
認
め
る
竜
、
國
磁
石
融
湿
性

の
鯖
｛
媒
介
的
同
一
の
前
提
に
止
り
、
入
倫
行
が
歴
史
の
置
接
的
轟
円

定
で
あ
り
、
榊
㎞
性
0
諮
を
與
へ
う
も
の
で
無
く
、
國
家
の
翼
の
歴

奥
行
倦
擾
無
せ
ら
れ
る
。
亦
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
て
は
宗
敏
行
が
直
に

歴
炎
行
に
吸
血
せ
ら
れ
る
（
第
二
部
第
六
音
戸
）
O

　
眞
の
歴
史
行
は
｛
示
敏
行
の
徹
底
よ
り
生
じ
、
内
に
ウ
ホ
敢
行
を
輻
契
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機
と
し
て
有
田
る
限
り
、
宗
敏
行
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
無
い
σ

｛示

q
行
は
外
面
的
な
無
二
・
血
紅
の
形
式
を
有
す
る
も
、
根
祇
は

自
他
一
切
の
歴
山
果
的
者
の
編
曲
封
否
定
で
あ
り
、
救
濟
・
大
悟
は
軍

に
信
力
・
他
力
と
し
て
戸
別
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く
、
寧
ろ
存

在
の
繕
…
封
放
下
の
薗
よ
り
す
れ
ば
縄
勤
他
力
で
あ
り
、
同
時
に
根
．

源
的
圭
儲
の
現
密
な
る
故
に
繕
封
自
力
で
あ
る
。
歴
諸
行
は
雁
奥

の
否
定
に
依
る
永
遠
化
と
、
永
遠
の
向
下
曲
罐
磁
化
と
の
統
一
と

し
て
修
讃
一
如
の
行
で
あ
り
、
斯
か
る
行
は
無
的
自
己
師
ち
不
常

心
の
働
き
で
あ
る
。

　
「
準
坦
坦
地
そ
れ
壁
立
千
似
な
り
、
壁
立
千
似
そ
れ
羅
壌
瓠
地

な
り
」
（
身
心
學
道
）
と
鷺
は
れ
る
如
く
、
日
常
は
常
に
危
機
に
し

て
山
師
的
問
答
の
早
立
で
あ
り
、
岡
時
に
危
…
機
が
自
在
無
畿
幌
に
克

服
せ
ら
れ
、
法
界
の
企
現
威
と
し
て
玉
梓
底
と
成
る
◎
「
忽
答
レ
柁

時
醗
身
古
品
な
り
」
へ
導
師
西
御
意
）
の
如
く
縛
棄
す
る
自
己
ば
墾

常
」
心
で
あ
り
、
柔
軟
心
・
で
あ
る
。
　
「
唯
用
↑
大
の
時
は
使
大
な
り
、

用
小
の
時
は
鏡
膚
な
り
」
（
現
成
公
案
）
と
し
て
発
く
自
由
で
あ
り
、

貫
の
自
由
は
不
落
因
果
で
は
無
く
、
不
昧
因
果
・
言
託
因
果
で
あ

る
。
　
「
凡
そ
因
果
の
道
理
歴
然
と
し
て
わ
た
く
し
な
し
、
黒
門
の

者
は
蒼
し
、
修
善
の
者
は
の
ぼ
る
、
毫
感
電
九
が
は
ぎ
る
」
（
深

償
…
因
果
）
故
に
、
｛
示
敏
行
の
無
差
別
二
二
帽
繋
否
定
は
却
て
叢
総
目
の

現
貨
の
論
理

絶
封
斑
別
と
し
て
膣
史
的
倫
理
を
積
極
的
に
生
か
し
、
附
は
問
．

答
は
答
と
し
て
斑
卸
せ
ら
れ
る
竜
、
無
的
自
己
の
故
に
慮
現
自
在

に
働
き
、
㎜
同
は
直
に
一
巡
膿
二
筋
に
答
へ
ら
れ
る
C
　
「
去
來
は
盤
十
｛
力

界
を
爾
翼
三
翼
と
し
て
飛
去
飛
細
し
、
霊
十
方
界
を
三
足
五
足
と

し
て
進
歩
退
歩
す
る
」
（
身
心
廻
道
）
・
即
く
、
絶
封
無
の
全
機
現
の

用
的
尖
端
に
立
つ
。
其
の
行
は
つ
一
画
の
恩
樹
報
謝
す
べ
し
、
　
一

法
の
恩
樹
報
謝
す
べ
し
」
（
修
諮
義
五
）
の
如
き
報
恩
露
な
る
も
、

「
恩
愛
を
あ
は
れ
む
と
い
ふ
は
恩
愛
を
な
げ
す
つ
る
し
（
行
持
上
）

所
の
歴
・
災
の
否
定
郎
孟
村
定
た
る
蹟
罪
の
意
義
を
有
し
、
　
「
諸
佛
の

行
持
に
よ
り
て
吾
等
が
行
持
現
成
し
、
吾
等
が
大
濫
通
達
す
る
な

り
、
吾
等
が
行
持
に
よ
り
て
諸
佛
の
行
持
現
成
し
、
諸
佛
の
大
道

通
達
す
る
な
り
」
　
同
）
と
言
は
れ
る
如
き
無
の
媒
介
に
し
て
、

た
　
　
セ

「
い
ま
と
い
ふ
は
行
持
よ
ひ
先
に
あ
る
に
は
あ
ら
す
、
行
持
現
成

　
　
　
も
　
　
セ

す
る
を
い
ま
と
い
ふ
」
（
同
）
絶
野
現
在
の
行
で
あ
る
。

　
帯
一
夜
心
は
法
界
と
歴
爽
の
結
晶
へ
勲
…
．
で
あ
り
、
歴
輿
的
問
答
郎
粒
ボ

敏
的
問
答
と
し
て
却
て
歴
史
に
働
く
自
己
で
あ
る
。
数
的
全
円
は

不
・
常
…
心
の
行
帥
ち
歴
史
行
を
内
に
含
ハ
む
と
共
に
、
自
ら
歴
史
否
「
定

」
即
肯
定
の
贋
順
非
行
を
下
行
す
る
。
欝
欝
全
盤
自
ら
自
己
の
否
定
を

通
じ
一
切
の
歴
史
的
者
の
罪
を
賠
〔
ぴ
、
却
て
歴
史
の
内
に
且
ハ
潴
的

救
濟
を
現
成
せ
ん
と
す
る
行
爲
に
調
て
自
ら
の
榊
性
を
讃
す
る
。

謙
議
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歴
史
行
は
絶
…
封
の
大
用
現
前
を
負
ふ
創
…
造
で
あ
る
。
無
的
自
己
の

歴
史
行
は
個
的
全
禮
の
歴
典
行
の
基
礎
で
あ
夢
、
若
し
言
ひ
得
べ

く
ん
ば
無
飽
自
己
こ
そ
癒
界
典
的
個
人
で
あ
り
、
理
性
の
狡
智
に

操
ら
れ
て
死
滅
に
到
る
の
で
は
無
く
、
自
ら
生
死
に
死
し
、
生
死

に
生
き
る
自
己
で
あ
り
、
　
「
身
心
い
ま
も
刹
那
刹
那
に
生
滅
す
と

難
も
、
法
身
必
す
長
養
し
て
菩
提
を
成
就
す
る
」
（
韓
依
三
賓
）
の

で
あ
る
。

　
奉
常
心
は
霧
理
圓
融
を
止
揚
ぜ
る
纂
轟
無
慶
セ
あ
り
、
眞
の
論

理
で
あ
る
。
斯
か
る
非
合
理
的
論
理
が
論
理
と
し
て
自
概
的
反
省

的
に
定
立
せ
ら
れ
る
…
限
り
、
否
定
的
論
理
と
し
て
誓
學
の
内
容
た

り
得
る
。

　
哲
學
は
現
蜜
の
論
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
り
歴
史
の
全
髄
的
危

機
に
於
て
哲
學
も
問
は
れ
、
哲
學
自
身
問
答
を
展
開
し
、
　
ご
見
現

實
よ
り
同
離
し
自
己
内
行
ず
る
如
く
見
え
る
も
、
蜜
は
外
へ
の
答

帥
騨
ち
外
化
の
爲
の
内
的
撫
問
答
で
あ
り
、
折
隅
學
は
現
蜜
と
論
理
と
の

二
律
背
反
に
於
て
自
ら
宗
敏
化
し
、
斯
く
し
て
宗
敏
と
歴
史
と
の

統
　
的
自
銑
と
し
て
學
允
り
得
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
く
歴
典
の
危

…
機
或
は
民
族
の
危
機
に
於
て
箪
に
自
己
内
行
ず
る
哲
學
は
翼
に
現

応
貫
に
生
き
る
も
の
で
は
無
い
（
第
ご
部
第
七
章
）
。
現
脚
貫
の
折
淵
墨
・
と

　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
カ

七
て
奮
學
自
身
危
磯
的
で
あ
り
、
現
費
の
全
騰
的
問
答
の
自
側
覚
の

三
六

論
理
に
し
て
努
め
て
、
人
間
に
慰
し
具
健
的
な
認
識
及
び
行
爲
の

圭
賭
的
規
範
を
興
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
然
竜
哲
學
自
ら
闇
答
的

に
縛
聴
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
第
一
部
完
）


